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X mettre YZ に関する研究
──Y または Z が人の場合──
佐々木 幸 太
0．はじめに
mettre の事行主体を X，事行対象を Y とし事行完了後の Y を空間的・観念
的・時間的に位置づける要素を Z とする。フランス語では，X が「Y が Z に
あること」（以下 YZ）を実現させることを mettre で表すことがある。
（1） De ma vie je n’aurai mis autant de sucre dans une petite tasse de café.
（Bianciotti, H., 1995, le pas si lent de l’amour : 127）
（2） Le travail n’est pas très prenant : on se lève juste pour aller mettre en
marche les machines, on engrange les données.
（Le Monde, 2003/08/13 : 16）
（1）の Y は砂糖，Z は小さなコーヒーカップの中で，X が砂糖をコーヒー
カップに入れるなどして，「砂糖が小さなコーヒーカップの中にあること」を
実現させることを表している。一方，（2）の Y は機械で，Z は稼働状態で，
X がスイッチを入れるなどして，「機械が稼動状態にあること」を表してい
る。
mettre の基本的な働きを扱う研究には，主に Saunier（1996, 1999）がある。
Saunier の指摘は示唆に富んでいるが，曖昧な部分が残っている。たとえば，
Y または Z が人の場合についての分析である。Y が人の場合や，Z が人で Y
が Z のところにあることを実現させることを表す場合，mettre が容認される
こともあれば，容認されないこともある。
（3）? Claude a mis Dominique sur la chaise.
１
（4）?? Claude a mis un cadeau à Dominique.
（5） （話し手はレストランの店主で客にまだ食事ができるかと聞かれて）
Oui. Je vous mets là .（Sautet, C. 1992, Un cœur en hiver）
（6） （ポータブルオーディオプレイヤーのイヤホンを耳にはめずに首に垂
らして最大音量で聞いていた若者が罰則金を支払うことになった記事
で）Un agent SNCF lui a mis une amende de 75 euros“pour utilisation
d’instrument sonore”. （http : / /www. sudouest. fr / 2014 / 03 / 29 / un­ado­
verbalise­pour­avoir­traverse­une­gare­en­ecoutant­sa­musique­trop­fort­
1508413­4697.php, 2018/09/01）
Y または Z が人の場合に mettre の容認度が変化する仕組みを Saunier は十分
に説明しておらず，議論の余地が残されているように思われる。
そこで，本稿では mettre のよりよい理解のために，Y または Z が人の場合
の mettre ついて考察する。1．で Saunier の指摘を概観し，問題点を指摘する。
その後，〈X mettre YZ〉で話し手が何を表すのかを実際の発話例を元に明らか
にする。そして，2．で Y が人の場合に，3．で Z が人の場合に，mettre の容
認度が変化する仕組みを明らかにする。
なお，議論が煩雑になるのを防ぐために，本稿では Y を se で表す場合は扱
わない。
1．動詞 mettre の基本的なはたらき
1.1．Saunier（1996, 1999）の概要と問題点
Saunier（1996, 1999）は，X と Y，そして Z を次のように定義している：
・X は時間軸上に Y と Z の結びつきを成立させる要素
・Y は Z によって空間的・観念的・時間的に位置づけられる要素
そして，Saunier は mettre を用いる例として（7）を挙げている。
（7） Claude a mis la lavande dans l’armoire/à la poubelle/à sécher.
（Saunier, 1999 : 262）
２ X mettre YZ に関する研究
（7）の X は Claude, Y はラベンダー，Z は戸棚，ゴミ箱，乾くという事行
である。そして，X が Y と Z を結びつけることを mettre で表すという。ま
た，Y と Z は mettre の事行とは独立して存在していると述べ，行為後の Y と
Z は常にひとまとまりに把握されると述べている。
さらに，Saunier は，Y と Z の結びつきを評価するために，外部から状況を
観察する視点（nécessité d’un point de vue externe）が必要であるとしている。
Saunier によると，Y があらかじめ存在しない場合，mettre の容認度は下がる
が，YZ のつながりが妥当であれば mettre の容認度が下がらない。Saunier は，
そのような特徴がよく現れている例として（8）を挙げている。
（8） “Elle dort la petite?
­ Oui.
­ Elle vous laisse dormir?
­ Il y a intérêt!［rires］
­ Tu lui mets une volée quand elle dort pas?［rires］（Saunier, 1996 : 84）
（8）は村のパン屋と客の会話で，客（X）が娘（Z）に暴力を振るうことを
mettre で表している。Saunier によれば，Z の不適切な振る舞いが原因で X が
Z を殴る場合に mettre を用いる。母親は「（母親の睡眠を妨げないのは）得策
である」と述べていることから，睡眠を妨げたりしたら罰が待っていることが
予想される。そのため，この場合の Y と Z の結びつきは妥当であるといえ
る。また，Saunier によれば，YZ の目的や必要性，価値付けなどを判断する
ために，話し手は X, Y, Z 以外の視点に立って状況を観察する。
そして Saunier は mettre の基本的な働きを次のようにまとめている：
（9） Mettre marque qu’une relation entre un terme et un localisateur construit
indépendamment est établie à travers l’implication d’un repère et qualifiée
à partir d’un point de vue externe.（ibid., 1996 : 101）
Saunier の指摘は示唆に富んでいるが，不十分な点として次の 2つをあげる
ことができる。まず，Y が人の場合である。Saunier は Peeters（1993）の「Y
が人で Z が àinf. の場合，mettre は容認されない」とする記述を取り上げてい
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る。そして，Saunier は，（10）の例を挙げて，日常の会話場面ではその場合で
も mettre を用いることがあると指摘している（1）。
（10） a. Je vais te mettre à décharger la camionnette moi, tiens, tu vas voir si
tu vas rigoler.
b.“tu ne veux tout de même pas dire qu’une femme qu’ils la mettent à
faire de la soudure?”（Saunier, 1996 : 64）
Saunier は X と Y が敵対的・論争的関係にある場合は，（10）a, b は容認さ
れると述べている。そして，その場合，X によって Y と Z が結びつくため
「（X の Y に対する）不当な実力行使」という表現効果が生じるという。しか
し，Saunier は容認される文脈と表現効果を紹介しているものの，容認度が変
化する仕組みは明らかにしていない。
次に，Saunier は「外部からの視点」を通して Y と Z のつながりが妥当で
あると判断できる場合は，Y があらかじめ存在していなくても mettre が容認
されるとしている（2）。そして，Z が人の場合，Y の原因が X と Z の関係にあ
るのでなく，Z の側にある場合であるとしている。しかし，実例を観察すると
Y の原因が Z にあるとは言えないような場合でも mettre を用いることが分か
る。
（11）（相手チームの選手を殴った理由を説明している）“　Je l’ai vu arriver
et mettre un coup à quelqu’un, se défend­il, alors j’ai fait la même chose.
J’admets que ce n’est pas un très beau geste et je sais que si j’avais été
sorti, je mettais l’équipe dans la merde.（Libération, 2005/03/14 : 25）
（11）では，相手チームの選手（X）が話し手のチームメイト（Z）に一撃
（Y）を食らわせたことを表している。この例では，Y の原因が Z にあるかど
うかは文脈からでは判断することができない。
また，「Y と Z のつながりが妥当である」と判断するための基準は示してお
らず，Saunier の主張はやや恣意的である。そこで，次節では実例の分析を通
して，話し手が〈X mettre YZ〉の発話で何を表すかを明らかにする。
４ X mettre YZ に関する研究
1.2．話し手が〈X mettre YZ〉の発話で表すこと
〈X mettre YZ〉の形式は，話し手が Z を Y の空間的・観念的ありかたとし
て意識して，X が YZ を実現させることを表す場合に用いる形式であると考
えられる。
まず，Z が空間領域におけるありかたの場合である。発話例には（12）や
（13）などがある。
（12） C’est ainsi que le matin, quand Georgette rentre, il met son café au lait
dans sa soupe pour savoir quel goût aurait ce mélange.
（Soupault, P., 1928, les dernières nuits de Paris : 60）
（13）（高速道路の料金所で働いている人物が料金所のトラブルについて語
っている）C’est l’épouse qui a perdu le ticket ou ne trouve pas la mon­
naie, le chien qui aboie ou pisse sur la banquette, l’enfant qui pleure ou
met du chocolat partout.（Le Point, 2001/08/10 : 62）
（12）では彼（X）がカフェオレ（Y）をスープ（Z）に注いで，YZ を実現さ
せることを表している。また，（13）では子供（X）がチョコレート（Y）をこ
ぼしたり，こすりつけたりすることで，YZ を実現されることを表している。
Saunier が指摘するように，Y と Z のつながりが妥当だと考えられる場合に
mettre を用いることがある。確かに，（12）の Y と Z のつながりは，味見を
する状況において妥当なつながりであると言える。しかし，（13）の Y と Z
のつながりが，ドライブ中の車内という状況で妥当なつながりであるかは分か
らない。
次に，Z が観念領域におけるありかたの場合である。発話例には（14）や
（15）などがある。
（14）（＝（2））Le travail n’est pas très prenant : on se lève juste pour aller mettre
en marche les machines, on engrange les données.
（15） Laissez cuire à couvert jusqu’à ce que les pommes commencent à se
désagréger. Fouettez­les pour les mettre en compote et mettez-les à re-
froidir.
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（http : //www.recettes­hubert.com/le­souffle­leger­aux­reinettes, 2018/09/01）
（14）の Y は機械で，Z は作動中というありかたである。話し手は，X がス
イッチを入れるなどして YZ を実現させることを mettre で表している。また，
（15）の Y はリンゴで，Z は「コンポート状」と「冷えていく」というありか
たである。まず，X が Y をかくはんするなどして「リンゴがコンポート状に
あること」（YZ）を実現させることを les mettre en compote で表している。そ
して，X が Y を冷蔵庫に入れるなどして，「リンゴが冷えていくこと」（YZ）
を実現させることを les mettre à refroidir で表している。また，refroidir の意味
上の主語はリンゴだが，事行を生起させ YZ を実現させるのは X である。
以上のことから，mettre について次のようなことが言える：
（16） X が YZ を実現させることを〈X mettre YZ〉で表す。
2．Y が人の場合
本章では，Y が人の場合に，mettre の容認度が変化する仕組みを明らかにす
る。
まず，Z が空間的なありかたの場合である。その場合，（17）のように met­
tre は容認度が下がりやすい。
（17）（＝（3））? Claude a mis Dominique sur la chaise.
（17）の Y は Dominique である。Claude に促されたとしても，Dominique
が自分で自由に動くことができる場合は，YZ が実現するためには，X だけで
なく Y が意思を持って移動する必要がある。このように，X だけの力で YZ
を実現させることが難しい場合，mettre の容認度が下がる。しかし，（18）－
（19）のように mettre が容認されることがある。
（18）（. . .）trois officiers de la police politique,（. . .）, enlevèrent le prêtre, le
battirent jusqu’à ce qu’il perde connaissance, le ligotèrent de manière qu’il
s’étrangle en tentant de se débattre, le mirent dans le coffre de leur voiture
de service, et finirent par le jeter dans une retenue d’eau des environs de
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Varsovie.（Le Monde, 1997 : 3）
（19）（話し手はレストランの店主で客にまだ食事ができるかと聞かれて）
Oui. Je vous mets là.（Sautet, C. 1992, Un cœur en hiver）
（18）では，警官（X）が司祭（Y）を車のトランク（Z）に押し込むことを
表している。Y は気を失っている。そのため，X は Y を物のように扱って
YZ を実現させることができる。次に，（19）では，レストランの店主（X）が
客の席を「ここ」（Z）にすることを表している。通常，レストランでは店の
人間（X）が客（Y）の席（Z）を決めて，YZ を実現させることが許されてい
る。
次に Z が観念的なありかたの場合を見てみよう。そのような場合の発話例
には，（20）や（21）などがある。
（20） Avec une sincérité à vif, Cristina Branco a mis en joie, en larmes, les
amoureux du fado, réunis au Théâtre des Abbesses.
（Le Monde, 2000/01/18 : 34）
（21） Glenn Hoddle, le patron de l’équipe d’Angleterre, aurait également préféré
mettre ses hommes en vacances après leur succès（0­2）, samedi 31 mai,
face à la Pologne en match officiel.（Le Monde, 1997/06/06 : 28）
（20）では，Y を喜ばせたり，泣かせたりすることを表している。そして，
（21）では，イングランドの監督が選手達（Y）を休暇状態にすることを表し
ている。
このように，Y が人の場合に mettre が容認されるのは，X が Y のありかた
を自由にできるときである。そして，X が人以外である場合にも，同じこと
が言える。
（22） Mais le taux élevé de sans­emploi met les salariés en situation de faiblesse
vis-à-vis de leur employeur.（Le Monde, 2010/10/15 : 17）
（23） Cette pensée mit Jenny mal à l’aise et elle la repoussa résolument.
（Clark M. H., 1982, Un cri dans la nuit : 68）
（22）では，高い失業率が被雇用者を弱い立場に追いやることを表している。
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そして，（23）では Jenny を居心地が悪い状況に追いやることを表している。
いずれの場合も，Y の意志とは関係なく X によって YZ が実現している。
従来，Z を à inf. で表す場合は，mettre が容認されないとされてきた。しか
し，Saunier は Y が人で Z が àinf. でも日常の会話では mettre を用いることが
あるとして（24）を挙げている。
（24）（＝（10））a. Je vais te mettre à décharger la camionnette moi, tiens, tu vas
voir si tu vas rigoler
b.“tu ne veux tout de même pas dire qu’une femme qu’ils la
mettent à faire de la soudure?”
Saunier によれば，X と Y が敵対している場面や論争的な文脈では（24）は容
認される。しかし，それ以外の場面や文脈でも mettre が容認されることがあ
る。（25），（26）はその場合の発話例で容認される。
（25）（免許がなくても運転できる自動車を紹介する記事で）Ça concerne
plutôt les commerciaux. Ils ont besoin d’un véhicule. J’ai un client qui rou­
lait sur le sud du département. Son patron s’est adapté, il l’a mis à faire
tout Rennes.
（http : //www.lejournaldevitre.fr/18015/en­voiture­quand­meme/, 2018/09/01）
（26） Quand les enfants sont trop jeunes, souvent allaités par leur mère, on les
met à dormir dans la brouette ou si l’environnement le permet, à même le
champ, sur une couverture.（Quinquis, J., 2007, Finistère 1900-1925）
（25）の話し手はレンタカーショップの店員，X は客の上司，そして Y は客で
ある。この場合，X と Y が敵対的・論争的関係にあろうが，友好的な関係に
あろうが mettre は容認される。X が上司の場合，X が Y に仕事を割り振れ
ば，「Y がレンヌ地方全てを担当すること」（YZ）が実現する。また，（26）の
Y は赤ん坊である。そして，母親が手押し車に寝かしつければ「手押し車の
中で寝ること」が実現する。
通常，Y が人の場合，事行に取りかかる最低限の意志を Y が持たなければ
YZ は実現しない。そのため，Z を àinf. で表す場合，X が YZ を実現させる
８ X mettre YZ に関する研究
ことが難しいため，mettre の容認度が下がりやすい。しかし，X が Y の意志
を無視して，YZ を実現させることができる場合は，mettre の容認度は下がら
ない。Saunier が指摘する「（X の Y に対する）不当な実力行使」という表現
効果が生じるのは，そのためである。
以上のことから，Y が人の場合の mettre について次のようなことが言える。
mettre が容認されるのは，Y の意志とは関係なく，X が YZ を実現させる場合
である。そして，mettre が容認されないのは，X だけの力で YZ を実現させる
ことが不自然な場合である。このことを踏まえて，（16）は次のように修正さ
れる。
（27） YZ を実現させることを〈X mettre YZ〉で表す。YZ は Y の意志とは
関係なく X が実現させる。
3．Z が人の場合
Z が人の場合，Y が Z のところにあることを実現させることを mettre で表
す。しかし，文脈によっては，mettre が容認されることもあれば，容認されな
いこともある。例えば，Saunier は mettre には Z にとって Y が望ましくない
場合に用いる傾向が認められるとして，次のような例を紹介している。
（28） Claude a mis trois heures de colle à Dominique/*trois jours de congé à
Dominique .（Saunier, 1999 : 269）
（29） Claude a mis une amende/100 F d’amende à Dominique/*une prime/*100 F
de prime à Dominique.（ibid.）
たしかに，（28），（29）では，Y が望ましくない場合に容認される。しかし，
（30）－（33）を見ると，Y への評価は mettre の容認度とはかかわりがないこと
が分かる。
（30）（＝（4））?? Claude a mis un cadeau à Dominique.
（31）?? Claude a mis un devoir à Dominique.
（32）?? Claude a mis un bisou à Dominique.
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（33）?? Claude a mis une caresse à Dominique.
（30），（31）の Y（プレゼント，課題）は，X が与え，相手が受け取るもので
ある。また，（32），（33）の Y（口づけ，愛撫）は，X が Z に対して行う行動
である。Z が人の場合，X と Z の人間関係を前提するのが普通で，Z に何ら
かの反応（受け取る，拒むなど）を期待するものである。そのため，Z が人の
場合に mettre の容認度が下がりやすい。しかし，Z の意志を意識しないのが
自然な場合もあり，その場合は mettre の容認度は下がらない。実際に Y が刑
罰で mettre が容認される発話例（34）－（36）を見てみよう。
（34）（＝（6））（ポータブルオーディオプレイヤーのイヤホンを耳にはめず
に首に垂らして最大音量で聞いていた若者が罰則金を支払う
ことになった記事で）Un agent SNCF lui a mis une amende de
75 euros“pour utilisation d’instrument sonore”.
（35） «Il y a de la discrimination! Quand une fille s’agite, les profs lui lancent
un regard sévère, et ça s’arrête là. Mais quand c’est un garçon, ils lui de­
mandent son carnet, pour lui mettre une punition . . .», dit Arthur.（http : //
www.1jour1actu.com/france/journee­femmes­inegalites­vues­par­collegiens­
18847/?output＝pdf, 2018/09/01）
（36）“Évidemment! intervint Milly. En même temps, qu’est­ce qu’il m’énerve!
­­ Tu dis ça parce qu’il t’a mis une heure de colle . . . se moqua Chris.
（Suchère, C. 2017, Vitaltest tome 1 : Sans repère）
（34）では，SNCF の係員が若者に罰金を科すことを表している。1942年の法
令によって，他の乗客がいる駅構内や車内で音響装置を利用することは禁止さ
れている。そのため，駅構内でイヤホンを首の周りにかけて歩くと罰則金が発
生する。また，（35）では罰を科すことを，（36）では 1時間の休日登校の罰を
科すことを表している。どちらの場合も，Y が存在するためには，違反者と
いう受け皿（Z）が必要である。（34）－（36）の Y は，いずれも罰を課される
人物が受け皿（Z）として存在する。そして，YZ（「罰が違反者のところにあ
ること」）が実現するかどうかは，それぞれの X の判断にかかっている。この
１０ X mettre YZ に関する研究
ように，話し手が Z を Y の受け皿として意識して，X が YZ を実現させるこ
とに関心を向けるのが自然な文脈では，mettre の容認度は下がらない。
また，Y が Z にとって望ましい場合でも mettre の容認度は下がらないこと
がある。そのような場合の発話例には（37）がある。
（37）（教師がフランス語のテストの答案を返却しながら 1人 1人にコメン
トをしている）Chevalier, je vous ai mis la meilleure note, comme
d’habitude.（Malle, L., 1971, Le Souffle au cœur）
（37）ではテストの評価として，最高得点を付けることを表している。生徒が
テストを受けると，理解度に応じた評価がそれぞれの生徒につけられる。そし
て，YZ（「評価が生徒のもとにあること」）は，X の採点によって Z の意志と
は無関係に実現する。
また，（37）の Y の原因は Z にあるが，（38）のように，原因が X にある
場合でも mettre が容認されることがある。
（38） Au volant d’une Ferrari plus légère（il n’avait pas encore effectué son sec­
ond ravitaillement）, le Brésilien mettait la pression sur Michael Schu-
macher, s’essayant même à une tentative de dépassement dans le virage
qui précède la ligne droite des tribunes.（Le Monde, 2004/06/15 : 28）
（38）では軽量化したフェラーリでレースに挑むことで，Michael Schumacher
にプレッシャーを生じさせることを表している。ブラジル人選手（X）は，軽
量化したフェラーリでレースに挑むことで，Z の意志とは関係なく「Z のもと
にプレッシャーがあること」（YZ）を実現させる。
最後に，Y が打撃の場合である。実際の発話例には，（39）や（40）のよう
なものがある。
（39）（接戦の最中相手チームにタックルをした Luis Fernandez という選手
に落ち着くよう指示した）D’après Brahim Hemdani, Luis Fernandez lui
aurait dit : «Toi, si tu continues, je te mets une gifle.» «On aurait dit un
prof qui met en garde son élève.（. . .）Fernandez a cherché à nous faire
péter les plombs», a expliqué Brahim Hemdani.
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（Le Monde, 2003/01/28 : 24）
（40） Mais, les incidents surviennent aussi lors de rencontres qui devraient être
sans histoires. Comme lors de la rencontre début avril entre Paizay-le-Tort
et Clussais-la-Pommeraie : un joueur a mis un coup de poing à l’arbitre,
provoquant une grève de ses collègues des Deux-Sèvres suivie à 100％ le
dimanche suivant.（Libération, 2005/03/14 : 05）
Y が打撃の場合，Y が存在するための受け皿として，衝撃が生じる場所や人
物が必要である。（39）では，乱暴なプレイをする Z（Luis Fernandez）に対し
て，プレイを改めなければ，平手打ち（Y）を食らわせて YZ を実現させると
忠告している。また，（40）では，ある選手が審判に拳打を食らわせることを
表している。文の後半から分かるように，YZ の実現はストライキの原因であ
る。（39）の「聞き手への平手打ち」は相手のプレイスタイルを改めるのに役
立ち，（40）の「審判への拳打」はストライキの原因である。このように，
Luis Fernandez や審判を Y の受け皿（Z）とする YZ の実現に話し手の関心が
向かうのが自然な文脈では mettre の容認度は下がらない。
以上のことから，Z が人の場合に，Z に何らかの反応を期待するのが自然な
文脈では mettre の容認度が下がると言える。しかし，Z が Y の受け皿として
意識され，「Y が Z のもとにあること」（YZ）を実現させることを表す文脈で
は，mettre の容認度が下がらない。
このことを踏まえて，（16），（27）は次のように修正される。
（41） X が YZ を実現させることを〈X mettre YZ〉で表す。YZ は Y や Z
の意志とは関係なく X が実現させる。
むすびにかえて
本稿では，mettre のよりよい理解のために，Y と Z が人の場合の mettre を
分析した。
Saunier は，mettre を用いる場合，外部から状況を観察する視点に立って，
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YZ が妥当であると判断できる必要があるとしていた。しかし，YZ が妥当か
どうかとは関係なく，話し手が YZ が実現することを表す場合は，mettre が容
認されることが分かった。
また，Y が人の場合，YZ が実現するためには Y の最低限の意志を尊重す
るものである。そのため，Y が人の場合は mettre の容認度が下がることがあ
る。しかし，Y の意志とは関係なく X が YZ を実現させるのが自然な場合が
あり，その場合は mettre の容認度は下がらない。
更に，Z が人の場合，YZ の実現に対して，Z に何らかの反応（受け取る，
拒むなど）が期待される場合がある。その場合は，YZ の実現よりも Y の授
受や Y の出現を意識するのが自然なので mettre の容認度が下がる。しかし，
話し手が Z を Y の受け皿として意識して，YZ の実現に関心を向けるのが自
然な文脈では，mettre の容認度は下がらない。
以上のことから，〈X mettre YZ〉の働きを次のようにまとめることができ
る：
（42） X が YZ を実現させることを〈X mettre YZ〉で表す。YZ は Y や Z
の意志とは関係なく X が実現させる。
注
⑴ Peeters（1993 : 45）は次のように述べている：
“（. . .）il est vrai que l’on peut «mettre quelqu’un au travail», et qu’on ne peut pas *
«mettre quelqu’un à travailler», même si on peut «se mettre à travailler»．”
⑵ 小熊（2009）は Saunier が必要であると主張する「外部からの視点」について論
じている。小熊は，「外部からの視点」には話者視点，社会的規範，状況内視点
など様々な種類があるとしている。しかし，実際に「外部からの視点」にはどの
ようなものがあるのかは明らかになっていない。そして「外部からの視点」が
「語用論的要因に由来するアドホックな規定ではなく，果たして mettre という語
彙に内在するかどうかについてはさらに詰めた議論が必要だろう」と述べてい
る。
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